
 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースレター【柔道情報】北見柔道連盟主催秋季昇段審査 

１０月１２日（日）午前８時３０分より北見柔道連盟主催の秋季昇段審査が行われ

ました。審査対象は満１４歳以上の男女で「形講習会・形審査・試合審査」を終了

し、その結果を視て審議委員による厳正な審査が行われ決まります。審査会場

には、日頃より稽古を積んだ中学生から高校・大学一般社会人まで緊張な面持

ちで審査を受けていました。 

【剣道情報】剣道審査会開催 

10月 18日(土)・19日(日)の2日間に亘り、北見市武道館道場2を会場に、

剣道第一種審査会が、主催：㈶北海道剣道連盟・主管：北見剣道連盟で行わ

れました。１８日(土)は稽古会と

なり、多くの先生や子供達が普

段とまた違った空気感の稽古に汗を流していました。翌 19 日

(日)は、午前 8：30 分ごろから受付が開始され多くの受験者が

列を作っていました。審査は、道場奥側を正面とし、指導者や父

母が見守る中で厳粛な審査を受けていました。 

【弓道情報】平成 26年度弓道初心者教室開催 

来月の 11月18日より北見市武道館弓道場を会場に、平成26年度弓道初心者教室を 主催：北見市弓道会・

共催：NPO 法人北見市武道振興協会・主管：北見市弓道会 後援：北見市教育委員会により行います。日程は

11/18・11/20・11/27・12/2・12/4・12/9・12/11・12/16・12/18 の 9 日間で時間は、昼の部 10：00～11：30・夜の

部 19：00～20：30となっております。参加料として保険料 1,500円を受講当日にお支払いください。 

～～ 明日２４日は防火訓練 ～～ 

明日２４日（木曜日）午後１時より午後２時まで防火訓練を北見市武道館で行います。この時間帯にご来館さ

れる予定の利用者の皆様にはご理解とご協力をお願いいたします。 

連載 中国「老子」の思想 七十七章 「余りあるを損して、足らざるを補う」 

天道のはたらきは、あたかも弓に弦を張る動作に似ている。弓に弦を張るには、上端を引き下げ、下端を引き上げ、長い方(弓)をちぢめ、短い

方(弦)をひっぱる。 

天道はこのように、あり余るものを減らし、足らぬものを補う。 

だが、人の世の道は、まったく逆だ。足らぬ者からしぼり取っては、あり余る者に貢
みつ

いでいる。 

わが身にあり余る者を万民に施す。それは、「道」を体得した者でなくては、できないことだ。 

聖人は、万民に施しながらも、そのはたらきを誇らず、その成果にも無心である。聖人には、能力をひけらかす意志がないのである。 

原文：天之道其猶張弓乎。髙者抑之、下者擧之。有餘者損之、不足者補之。天之道損有餘而補不足。人之道則不然、損不足以奉有餘。孰能有餘以

奉天下。唯有道者。是以聖人、爲而不恃、功成而不處、其不欲見賢。                          七十八章に続く（最終章まであと４回） 
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